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<論文内容の要旨>
学生相談は，大学教育の一環として位置づけられるものであり，近年， 日本においても，その
ことが認識されるようになってきている。しかし，日本の学生相談の現状は，学生相談機関の組
織的位置づけやスタッフ配置という点では，英米に比して大きく後れており，その活動内容も学
生相談機関によってばらつきが大きい。これまでの学生相談に関する研究では，その援助活動に
焦点をあて，活動内容の分類という視点から行われているものがほとんどであり，学生相談機関
やその活動に影響を与えるさまざまな要因を踏まえた学生相談のあり方については，総合的で十
分な検討がなされてこなかった。
そこで，本論文は，学生相談活動について「社会的文脈」という視点、から詳細に検討すること
を目的とし，平成 13 年度から平成 18 年度までの東北大学学生相談所の学生相談活動を対象とし
て，東北大学学生相談所という一つの学生相談機関の活動を通しての実践研究，同時にその学生
相談機関を対象とした事例研究ともいえる研究をとりまとめたものである。
本論文は 8 章から成り その構成および内容はつぎのとおりである。
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第 1 章では，国内外の学生相談の歴史と現状，学生相談に関する活動基準やモデ、ル研究を概観
し，本研究の理論的枠組みとなるコミュニティ心理学の理論および概念を整理した上で，本研究
の目的および方法論を示した。
第 2 章では，システムの階層性に基づく生態学的視点から，学生相談機関とそれが関わるシス
テムとの関係性をとらえ，学生相談活動の意義と動向を明らかにした。はじめに，学生相談にお
ける「援助の 4 水準」という観点から学生相談活動を捉える枠組みを示し，その後の実践を踏ま
えて活動の 6 水準」という観点、からのモデルを提示した。この「学生相談の多水準活動モデ、ル」
は，水準 1 から水準 5 の援助活動と，援助活動の基盤作りの活動である水準 O の活動からなるも
のである。
第 3 章では，全国の国立大学の学生相談機関とその活動について，ウェブサイト調査および質
問紙調査によって検討した。そして，学生相談機関の組織的位置づけやカウンセラー配置率，学
生相談活動の現状や今後の方向性，活動の幅に影響を与えるさまざまな要因を明らかにした。
第 4 章から第 7 章までは学生相談の多水準活動モデ、ノレ」に基づいて，東北大学学生相談所の
学生相談活動を 6 水準に整理し，各水準の活動の特徴と意義を明らかにした。
第 4 章では，水準 1 および水準 2 の活動，すなわち，来談者やその直接関係者を対象とした活
動の意義を検討し，相談内容には多様な現実的問題が含まれること，相談内容の理解と援助のた
めには r人と環境の適合」という視点半日常性」と「開放性」という学生相談の構造の活用
が重要であることを明らかにした。
第 5 章では，水準 3 および水準 4 の活動，すなわち，大学構成員である学生および教職員，大
学の組織・体制を対象とした活動の意義を検討した。そして，水準 3 の活動は，問題の発生を未
然に防ぐ第一次予防，問題発生時に早期に対応する第二次予防としての機能をもつこと，水準 4 の
活動は，学生の現状や大学の問題をいち早く感知するセンサー機能に基づいて，大学コミュニティ
の変化につなげるものであることを示した。
第 6 章では，水準 5 の活動，すなわち，学外の組織・機関を対象とした活動の意義を検討し，
学生支援や学生相談に関わる教職員の援助，学生相談についての共通認識の形成という意義があ
ることを示した。
第 7 章では，水準 O の活動，すなわち，学生相談機関およびスタッフを対象とした活動の意義
について検討し，学生相談の援助活動の基盤を作るための活動としての機能や，この水準の活動
を学生相談活動に含むことの重要性を明らかにした。
第 8 章では，第 2 章から第 7 章までの知見を踏まえ，総合的な考察を行った。
「学生相談の多水準モデ、ル」の特徴および意義として，っき、の 3 点を明らかにした。本モデ、ル
は，第一に，学生相談機関とその援助対象とのシステム間の相互作用を重視するという基本的な
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視点をもっ。第二に，学生相談機関の役割・貢献の範囲を示している。第三に，学生相談の基盤
作りの活動を学生相談活動のーっとして位置づけるものである。あわせて，学生相談体制と学生
相談活動の関係性の検討から循環的相互発展プロセスJ を明確にし，そのプロセスが発展する
ための要因および促進させる要因を明らかにした。
一方，学生相談機関やスタッフ，それらを取り巻く状況が東北大学とは異なる場合等について
の「学生相談の多水準活動モデ、ル」の応用可能性の検討や，各水準の活動の意義について実証的
なデータの蓄積による分析はまだ十分には行えていないことなど，今後に残された課題について
も言及した。
<論文審査の結果の要旨>
これまで， 日本の大学においては，学生相談は専門家いわゆるカウンセラーが学生に対して個
別に実践をおこうものと理解され，学生相談活動が研究対象となることはほとんどなかった。本
論文は，東北大学における学生相談活動の実践を研究対象として，コミュニティ心理学的な視点
から学生相談活動全般について詳細かつ包括的に検討したもので、学生相談活動に関する数少な
い貴重な研究である。
その研究成果として、「学生相談の多水準モデ、/レ」を提唱し、その特徴・意義を明らかにした。
第一に，本モデルは学生相談機関とその援助対象とのシステム問の相互作用を重視するという基
本的な視点、をもっ。それは，学生個人を「文脈内存在としての個人 (person-in-context) J として，
学生相談機関を「文脈内存在としての組織 (organization-in-context) J としてとらえるものであ
る。第二に，本モデ、ルは学生相談機関の役割・貢献の範囲を示している。それは，学生相談が大
学教育の一環として明確に位置づけられるための学生相談活動の方向性を表すものである。第三
に，本モデルは学生相談の基盤作りの活動を学生相談活動のーっとして位置づけるものである。
従来，学生相談活動が単に個人あるいはマイクロシステムへの働きかけとしてとらえられていた
こととは対照的に，学生相談機関やスタッフを対象とした活動をも学生相談活動に含めた点は，
本モデ、ルによって初めて示された新しい視点である。
一方，対象が 1 つの大学であり普遍性が若干不十分である，提唱された多水準モデ、ルの各水準
の意義・関連についてやや不明確であるとの課題が指摘される。しかし、対象となった東北大学
は，学生相談活動に関しては日本において、もっとも充実した先駆的な存在で，今後の日本の学
生相談活動における重要なモデ、ルとなりえる存在であり，この研究成果の価値は大きいといえる。
また、提唱された多水準モデルについては， 日本の学生相談活動の実情に適合させたものとして
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は初めてといっていい試みであるため，理論的構築にやや不十分さが残ることは否めない。しか
し，日本の学生相談活動について，コミュニティ心理学的視点から詳細かつ包括的に探求したも
のはこれまでになく，今後、より普遍的なモデ、/レ形成のための礎となるものであり，斯界に大き
く貢献したということができる。
よって，本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める。
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